
(11 )事

ベ
て
大
学
の
敷
地
内
で
行
わ
れ
、

土
砂
の
運
搬
は
符
わ
れ
ま
せ
~

ま
た
、
造
成
に
よ
る
出
水
防
止
の

た
め
、
東
西
に
一
つ
ず
つ
調
整
池

が
設
け
ら
れ
、
合
わ
せ
て
二
万
五

千
六
百
立
方
討
の
雨
水
が
貯
留
で

す

。

仕

し

、

猿

脳

セ

ン

タ

ー

的

役

割

を

き

る

よ

う

に

な

っ

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

梅

取

に

あ

る

神

奈

川

果

た

す

と

と

も

に

、

生

涯

教

青

こ

大

学

は

、

敷

地

が

号

、

法

的

規

つ

い

て

も

、

霊

的

に

取

り

組

制

保

全

緑

地

は

事

周

辺

環

境

か

ら

、

新

し

い

時

う

と

し

て

い

ま

す

o

妻

、

露

出

%

安

穏

保

代
の
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
が
困
難
な
神
奈
川
大
学
が
平
塚
キ
ャ
ン
パ
交
流
に
つ
い
て
も
、
平
塚
キ
ャ
ン

た
め
、
県
内
に
適
地
を
求
め
て
い
ス
に
、
新
し
い
構
想
の
大
学
お
よ
パ
ス
の
開
設
に
よ
り
、
飛
躍
的
な
大
学
の
敷
地
三
十
三
ヘ
ク
タ
ー

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
県
住
宅
供
び
研
究
所
を
設
謹
ず
る
こ
と
は
、
拡
大
が
可
位
と
な
り
ま
す
。
先
鵡
ル
の
中
に
、
文
系
タ
ワ
ー
な
ど
の

給
公
社
が
平
塚
市
土
犀
地
区
に
取
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
、
地
域
に
校
術
の
研
究
を
は
じ
め
、
世
界
的
教
育
施
設
(
十
一
棟
)
が
一
二
・
一
命

得
し
て
い
た
一
一
一
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
賛
献
す
る
の
み
な
ら
ず
、
頭
脳
セ
な
研
究
者
が
集
ま
り
、
留
学
生
も
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
占
め
、
回
復
緑
地

の
土
地
に
話
が
進
め
ら
れ
、
西
部
ン
主
ー
と
し
て
の
役
割
も
来
た
す
倍
増
す
る
た
め
、
明
円
際
司
削
究
セ
ン
が
八
・
五
へ
ク
タ
!
ル
、
周
辺
緑

丘
陵
地
「
平
塚
は
ら
の
丘
ハ
イ
テ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
タ
ー
の
設
蜜
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
地
が
八
'
閉
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
保

ク
・
パ
i
ノJ
構

想

」

と

マ

ッ

チ

し

こ

の

よ

う

に

、

地

域

朴

会

に

奉

す

。

全

緑

地

は

全

体

で

丘

一

%

確

保

さ

た

た

め

、

大

学

を

迎

え

る

こ

と

に

れ

ま

す

。

な

り

ま

し

た

。

学

擦

的

会

教

育

締

究

大

学

の

施

設

は

平

塚

ヰ

ャ

ン

土
産
地
区
は
、
横
浜
キ
ャ
ン
パ

!
i
i
i
i

、

守

一

/
1
:

パ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
寸
八

五

三

一

十

キ

ロ

箇

内

で

、

所

要

時

す

で

に

知

識

情

報

研

究

所

設

畳

階

建

て

(

高

三

十

九

日

川

)

の

文

僚

も

約

六

千

分

に

位

置

し

、

富

士

系

タ

ワ

ー

が

メ

イ

ン

に

な

っ

て

い

山
を
背
景
に
し
た
、
気
候
温
暖
で
平
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
麓
さ
れ
い
ま
す
。
科
学
技
術
苓
盤
ブ
ォ
1

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
理
工
系
棟

豊
か
な
同
然
環
境
に
吉
川
孟
れ
て
お
る
学
部
は
、
社
会
科
学
系
二
?
部
ラ
ム
も
、
十
一
月
一
十
八
日
に
中
(
二
棟
)
、
一
般
教
育
棟
、
管
理

り
ま
す
。
(
国
際
経
法
社
会
学
部
、
経
常
管
央
公
民
館
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
棟
、
講
堂
、
同
副
書
館
、
体
育
舘
、

田
明
学
部
)
と
理
工
系
一
学
部
(
理
す
。
伐
採
究
所
の
こ
の
よ
う
な
フ
学
術
研
究
所
な
ど
十
一
様
が
建
設

工
学
部
)
と
し
、
各
学
部
の
慕
礎
ォ
i
ラ
ム
は
年
一
回
、
関
際
集
会
さ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
付
出
荷
さ
が
低

と
な
る
研
究
所
も
学
部
開
設
前
に
を
年
一
回
開
催
し
、
情
報
・
先
端
く
二
絡
浸
て
か
ら
四
階
建
ど
と
な

設
鐙
す
る
計
画
で
す
。
科
学
技
術
等
の
頭
脳
セ
ン
タ
ー
の
っ
て
い
ま
す
。

各
学
部
学
科
は
、
縦
割
り
で
は
役
割
を
お
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
震
外
施
設
は
、
野
球
場
、
サ
ツ

な

く

、

学

部

学

科

の

垣

根

を

取

り

力

!

場

、

副

首

れ

ト

ラ

ッ

ク

、

ブ

徐

い

亡

横

の

つ

な

が

り

が

保

て

土

麗

小

学

校

時

1

ル

、

高

練

習

場

な

と

が

語

る
よ
う
、
学
際
的
な
教
品
育
研
究
か
南
側
聞
記
建
設
を
さ
れ
ま
す
。

可

能

な

も

の

と

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

キ

ャ

ン

パ

ス

の

中

央

に

理
工
学
関
係
の
研
究
所
は
「
知
平
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
が
設
串
臆
さ
れ
は
、
各
様
を
つ
な
ぐ
一
一
十
五
れ
の

識
情
報
餅
究
所
」
と
し
て
、
す
で
る
場
所
は
、
土
屋
字
堀
切
一
一
九
四
歩
道
付
幹
線
道
路
と
、
駐
車
場
等

に
七
尽
に
設
裂
さ
れ
(
理
工
学
部
七
番
地
ほ
か
で
、
土
箆
小
学
校
の
の
利
用
の
た
め
、
八
れ
の
周
辺
送

開
設
後
は
平
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
南
側
に
面
し
た
山
に
建
設
さ
れ
ま
路
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
)
、
十
月
十
七
日
に
は
中
央
公
す
。
(
山
林
七
五
%
、
農
地
二
五

国
内
舘
で
、
第
一
回
湖
南
先
端
科
学
%
)

技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
て
切
土
、
感
上
等
の
造
成
は
、
す

フ∞
)

4

 

年

)
5
年

年

問

日

始

喜

代

畑

出

ヰ

日
山
内
ヵ
)

L
室

1

年

)

げ

4

}

?

6

 

F
〉

(

昨

珂

ク

(

引

い

ツ

場
{
ラ

車
ル
ト

野
一
回

神
奈
川
大
学
は
、
社
会
科
学
系
二
学
部
と
理
工
系
一
堂
蔀
の
三
学
部
を
、
平
塚
市
の
西
部
丘
陵

地
内
札
註
廼
中
の
「
平
塚
ば
ら
の
丘
ハ
イ
一
7
ク
・
バ
i
ク
構
想
」
内
に
、
新
設
す
も
也
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。
建
設
す
る
場
所
は
、
県
住
宅
供
給
公
社
が
土
屋
に
取
得
し
て
い
る
三
士
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
で
、
昭
和
六
十
二
年
の
秋
ご
ろ
か
ら
庁
震
に
入
り
、
六
十
四
年
度
か

ら
開
校
す
る
予
定
ご
す
。
な
お
、
平
塚
ぱ
ら
の
丘
ハ
イ
テ
ク
・
パ
ー
ク
構
想
は
、
改
定
新
神
奈
川

計
箇
素
案
の
「
商
の
ハ
イ
テ
ク
ゾ
1
ン
」
に
も
、
拠
点
整
備
の
方
向
が
一
一
小
さ
れ
て
い
ま
す
。

232，471入

7ヰ，6871霊草署

月日現在) …ー塑二

芸毒事学級
はしえは51'口
、てる、三
高いた六年
度まめ十 6こ
なす、三劇
、。飛年 tL
蛍ま躍にら
設定約六井
術 1 な f神
量現重用奈
代展年川

肢
と
日
出
際
化
、
情
報
化
の
時
代
と

な
り
、
教
育
・
研
究
の
分
野
に
お

い
て
も
、
お
い
時
代
威
川
島
見
か
ら
脱

皮
し
、
新
し
い
時
代
へ
の
対
応
が

迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
神
奈
川
大
学

で
は
、
こ
う
し
た
社
会
の
諸
情
勢

を
展
望
し
た
上
で
、
既
停
の
大
学

の
枠
内
で
は
成
し
き
れ
な
い
、
新

し
い
構
惣
と
し
て
の
、
新
し
い
キ

ャ
ン
パ
ス
構
想
を
つ
く
っ
て
い
ま

地
域
む
貢
献
を

設
さ
れ
る

mw 

{
新
設
学
ト
都
議
拘
許
志
間
〕

間
際
経
房
社
会
学
部
(
一
一
千
人
)

笛
際
経
済
学
科
、
国
際
産
業
学

科
、
国
際
社
会
学
科

綬
常
管
理
学
部
(
二
千
四
百
人
)

警
警
翌
五
、
流
選
管
理
学

科
、
経
営
情
報
管
理
学
科

理
工
学
部
(
二
千
人
)

情
報
堂
科
、
数
理
科
学
科
、
物

質
科
堂
科
、
生
物
資
源
工
堂
科
、

人
間
社
会
ヱ
学
科
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一
進
}

一
昨
年
中
の
火
災
は
、
建
物
火
災

一
が
五
0
・
ム
ハ
ず
も
占
め
る
こ
と
か

一
ら
、
主
婦
を
中
心
に
火
気
の
安
全

一
な
使
用
方
法
や
消
火
器
等
の
適
歪

一
な
取
り
敏
い
方
の
指
導
を
す
る
。

一
そ
し
て
、
隣
り
近
所
の
助
け
合
い

一
線
の
簡
に
生
命
や
財
援
を
う
は
っ
て
し
ま
う
、
恐
ろ
し
い
火
災
シ
ー
ズ
ン
が
、
今
年
も
や
っ
一
一
に
よ
る
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
安
全

で
き
た
。
寒
く
な
る
と
、
コ
タ
ツ
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
、
火
を
雪
機
会
が
多
く
な
る
。
市
良
の
皆
一
体
制
の
確
立
を
図
る
。

さ
ん
、
吋
仲
間
火
の
大
役
、
あ
な
た
が
主
役
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
一
〔
特
定
防
火
対
象
物
に
係
る
品
開
火

二
臼
ま
で
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
る
の
で
、
火
の
を
十
分
、
差
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
安
全
の
護
}

一
デ
パ
ー
ト
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
不

ニ
身
姑
脇
陣
審
者
懇
の
死
議
盟
問
北
対
一
特
定
多
数
の
方
が
出
入
り
す
る
建

一

策

の

徹

底

}

一

物

か

ら

、

火

災

を

紡

止

す

る

た

積
一
昭
和
六
十
年
中
の
火
災
に
よ
る
一
め
、
喫
煙
、
火
気
管
理
の
徹
底
を

鴻
一
死
者
は
、
全
問
団
で
約
一
千
盲
人
お
一
層
る
。
ま
た
、
避
難
一
訓
練
の
笑

尚
一
り
、
そ
の
う
ち
身
体
壁
署
、
幼
一
施
、
消
防
用
設
鎗
の
維
措
法
蓮
を

吋
一
児
、
老
人
な
ど
、
自
力
で
避
難
品
。
J

一
徹
底
さ
せ
る
。

い
一
る
こ
と
が
関
縫
な
方
が
五
七
・
五
一
区
災
欝
獲
あ
普
及
の
推
進

弘
一
が
も
い
る
。
今
年
は
、
こ
れ
ら
弱
一
最
近
の
火
災
の
由
主
旧
制
は
、
複
雑

出

一

容

の

死

傷

防

止

対

策

を

徹

底

す

一

多

様

牝

レ

て

い

る

。

そ

の

た

め

、

た

。

同

一

る

。

一

要

製

品

や

避

難

用

保

警

な

ど

る

つ

。

か

一

{

家

康

・

地

域

の

防

止

対

策

の

権

一

の

紡

災

機

器

の

普

及

を

図

る

。

①

子

供

に

は

、

山

一

火

の

用

心

七

つ

の

ポ

イ

ノ

ト

一

し

て

い

た

だ

き

た

い

。

一

で

警

せ

な

い

。

一

③

家

の

ま

わ

り

に

燃

え

や

す

い

も

一

く

、

火

の

量

生

一

‘

一

{

火

の

熊

心

七

つ

の

ポ

イ

ン

ト

}

一

③

嵐

の

強

い

と

き

は

、

た

き

火

を

一

の

を

置

か

な

い

。

一

え

て

お

く

。

畑
一
今
年
一
月
か
ら
九
月
一
一
一
十
日
ま
一
そ
こ
で
、
紡
火
に
対
す
る
七
つ
一
③
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
一
し
な
い
。
一
⑥
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。
一
②
老
人
は
、
避
難
、

兆
一
で
の
出
火
件
数
は
、
七
十
八
件
あ
一
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
一
捨
て
を
し
な
い
。
一
④
夫
ぷ
ら
を
掲
げ
る
と
き
は
、
そ
一
⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
一
な
一
階
や
出
入
口
付
近
、
で
き
れ

メ
一
り
、
そ
の
う
ち
三
十
四
件
は
家
庭
一
る
の
て
、
各
家
庭
で
安
全
点
検
を
一
②
子
供
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
一
の
場
を
離
れ
な
い
。
も
の
を
近
づ
け
な
い
。
一
ば
一
一
方
向
避
難
が
可
能
な
場
所
に

か

ら

出

火

し

て

い

る

。

一

一

寝

か

せ

る

。

出

火

星

雲

、

天

ぷ

ら

銃

一

綴

問

中

の

行

事

一

③

老

〈

た

け

裏

し

て

一

M

4
3
六

件

、

た

ば

こ

七

件

、

火

一

遊

び

防

火

管

理

者

芙

務

講

習

会

が

、

一

ぃ

。

外

出

す

る

場

合

は

、

二

件

等

と

な

っ

て

い

る

。

十

一

月

二

十

六

日

(

水

J

午
後
1
一
所
に
声
を
か
け
て
お
く
。

時
吋
初
分
か
ら
5
時
ま
で
、
消
防
総
一
③
老
人
の
喫
煙
に
は
、

台
訓
練
場
で
問
問
か
れ
る
。
一
を
は
ら
い
、

消
火
器
や
理
内
消
火
栓
な
ど
の
一
い
。

秋
の
火
災
予
防
運
動
の
今
年
の
一

量
点
自
擦
は
、
一
身
体
障
害
者
等
一

の
死
傷
妨
止
対
策
の
徹
療
と
一
い
る
。
皆
さ
ん
ご
協
力
を
。

3世代央競7総を先頭に渡り初め

3 

翌
九
包
…
消
火
競
技
大
会
が
由
開

僚
さ
れ
、
市
内
長
事
業
所
か
ら
豹

三
百
人
が
参
加
し
て
、
競
技
を
行

っ
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
。

〔
粉
末
鴻
火
議
問
裂
の
材
開
}

優
勝
目
産
車
体
(
株
)
、
二
位

日
産
自
動
車
(
株
)
車
衛
部
平
塚

車
両
謀
、
コ
一
位
オ
リ
エ
ン
タ
ル

写
真
工
業
(
株
)

{
濠
内
消
火
袴
穣
法
の
鰯
}

優
勝
(
株
)
不
二
家
平
塚
工
場

二
位
関
西
ペ
イ
ン
ト
(
株
)
平

塚
工
場
、
一
一
一
位
大
江
工
業

(
株
)
平
塚
工
場

{
小
型
動

3
2プ
擦
法
の
部
}

優
勝
日
産
車
体
(
株
)
、
二
位

高
砂
香
料
工
業
(
株
)
平
塚
工
場

三
位
問
問
活
ペ
イ
ン
ト
(
株
)

ロ
月

2

5
に

治

防

訓

を

取
り
扱
い
訓
練
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
弱
萱
養
護
施
設
の
妨
火

管
理
検
討
会
占
『
火
災
予
紡
運
動

の
販
問
中
に
憶
か
れ
る
。

消
防
本
部
で
は
、
火
災
予
防
運

動
期
間
中
の
一
十
二
月
二
日
午
前
九

時
吋
十
五
分
か
ら
子
時
十
五
分
ま
で

手
塚
農
協
ピ
ル
で
、
消
防
訓
練
を

一了一つ。当
日
は
、
余
い
ん
防
止
付
き
サ

イ
レ
ン
を
吹
き
鳴
ら
す
の
で
、
火

災
と
間
同
意
J
凡
な
い
よ
う
に
。

子
供
や
年
寄
り
を

火
災
か
ら
守
ろ
う

※単位千円道路交i違法違反反射金

大は大型、普は脅m;車、ニは二輪車、践は原付二輪車。 62年

4月 1a純子子

。
一
輯
法
捧
相
談
日
月
回
目
(
火
)
、
日
月
4
日
(
木
)

日月
9
E
(大
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
3
同時

。
登
記
、
棋
託
、
制
褒
相
談
日
月
四
日
(
金
)
、
日
時
3
同時

。
伎
宅
椙
談
日
月
日
日
(
火
)
、
日
時
3
日
時

。
一
轍
市
出
出
端
談
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
立
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
円
口
は
除
く
)

。
消
費
生
活
相
談
日
月
幻
日
(
金
)
、
路
日
(
金
)
、
四
月
5
日(金)、

日
時

js日
時

〈
〉
下
語
援
引
相
談
日
月
開
田
(
木
)
、
日
時
担
分
3
日
時

。
一
定
例
年
童
相
談
ロ
月
日
日
(
木
)
、
叩
時
F13
日時

。
一
発
規
増
築
特
許
相
談
日
月
8
日
(
月
)
、
叩
時
3
日時

れ
、
一
一
一
世
一
代
夫
婦
七
総
が
渡
り
初

め
を
し
て
、
開
通
を
祝
っ
た
。

昭
和
十
一
年
か
ら
半
世
紀
の
間

地
域
の
産
業
・
経
済
を
支
え
て
き
一
道
陣
山
交
遜
法
の
一
部
改
正
に
と
一
と
二
僚
に
、
駐
停
車
違
反
は
一
一
-
市
民
の
皆
さ
ん
、
交
通
ル
ー
ル

た
の
は
旧
湘
南
大
矯
ι

こ
の
老
朽
一
も
な
い
、
高
速
道
路
の
ド
ラ
イ
バ
一
五
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
一
を
守
り
、
安
全
運
転
を
し
よ
う
。

化
と
、
地
震
災
害
対
策
と
い
う
新
一
ー
だ
け
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
一
な
っ
た
。

た
な
観
点
に
立
ち
、
工
期
十
年
、
一
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
」
は
、
一

総
工
費
六
十
二
億
円
を
か
け
て
完
一
!
?
一
月
一
日
か
ら
一
般
道
路
の
ド
一

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
ラ
イ
パ
ー
に
も
義
務
付
け
ら
れ
一

新
湘
南
大
橋
は
、
全
実
六
百
九
一
た
。
さ
ら
に
、
高
速
・
一
般
道
路
一

十
八
討
、
回
橋
の
下
流
に
設
置
さ
一
を
向
わ
ず
、
助
手
席
問
乗
者
に
シ
一

れ
、
片
側
一
車
線
の
車
道
と
、
海
一

l
ト
ベ
ル
ト
を
付
け
さ
せ
な
か
っ
一

側
に
…
ニ
・
五
日
制
の
歩
道
炉
設
け
ら
一
た
と
き
に
も
、
行
政
処
分
点
数
一
一

れ

て

い

る

。

一

点

が

科

さ

れ

た

。

一

間
間
違
註
、
長
洲
知
事
、
石
川
一
ま
た
、
来
年
間
月
か
ら
は
、
駐
一

平
塚
市
長
、
回
世
本
茅
タ
崎
市
長
ら
一
停
車
違
反
の
市
数
が
一
点
か
ら
一
一
一

関
係
者
二
百
三
十
人
と
、
地
元
の
一
点
に
、
二
十
五
キ
ロ
M

川
毎
時
以
上
一
一
一

国
道
一
一
一
一
回
号
線
に
架
か
る
新
人
々
約
三
宮
人
が
参
加
し
て
行
一
十
キ
ロ
M
U
時
時
未
満
の
ス
ピ
ー
ド
違
一

湖
南
大
橋
が
完
成
し
、
十
月
二
十
わ
れ
二
7
1
プ
カ
ッ
ト
の
あ
と
、
一
反
も
一
二
点
と
し
て
い
る
。
問
時
に
一

日
午
前
十
時
か
ら
平
一
墜
市
側
の
橋
三
世
代
夫
婦
の
渡
り
初
め
を
行
っ
一
反
則
金
も
引
き
上
げ
ら
れ
、
駐
車
一

の
た
も
と
で
、
記
4
五

叫

ん

興

が

行

わ

た

。

一

違

反

は

普

通

車

五

千

円

が

一

万

円

一

青
少
年
相
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
!
二
階
)

抑
制

j
七
一
一
一
一
一

月
3
金
曜
日
9
時
1Mm
時
土
曜
臼
は
日
時
ま
で

。
摺
み
ご
と
は
。
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
'

お

j
七
八
一
一
一

O

月
1
土
曜
日
9
時
1
日
時
回
分

福

祉

会

館

お

i
一一一一一一一一一一一

〈Y
心
配
ご
と
棉
談
毎
週
月
曜
日
、
日
時
1
日
時

。
冊
子
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
、

9
時，
1、、j
時
時
却
分

O
車
援
市
克
皿
麓
相
桜
聾
週
芹

O
高
韓
者
職
講
棉
談
一
笹
睡
澗
遜
担
百
汚
円
1
金
曜
臼
、

9
時
却
分
tt:{J，お吋日四時

土
曜
日
は
臼
時
ま
で

合
唱
人
相
談
睦
月
第
3
木
曜
日
日
時
3
日
時



市
役
所
の
業
務
は
休
み
だ
が
、
杯
に
な
る
と
四
十
キ
ロ
匂
以
上
に
な
一
子
供
の
保
背
に
あ
た
る
方
が
病
一
な
お
、
用
紙
の
配
布
お
よ
び
入

休
が
続
く
た
め
、
月
曜
日
と
↓
り
、
一
人
で
は
持
ち
ょ
石
川
ら
ず
、
一
気
や
働
い
て
い
る
た
め
、
昼
間
福
一
園
田
受
け
付
け
の
一
際
は
、
家
庭
の
状

臼
の
燃
え
る
ご
み
の
収
集
地
区
に
一
収
集
効
渠
が
落
ち
る
た
め
。
一
倒
を
見
ら
れ
な
い
家
J

樗
一
況
等
を
繭
聞
く
の
で
滋
接
保
護
者
の

限
り
、
二
十
四
日
に
燃
え
る
ご
み
一
②
薪
四
聞
や
雑
誌
な
ど
が
酔
え
る
ご
一
マ
申
し
込
み
用
紙
の
響
布
一
方
が
来
て
い
た
だ
き
た
い
。
受
け

の
収
集
を
行
う
。
他
の
ご
み
は
収
一
み
に
出
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
費
一
・
期
間
ロ
月
刊
品
目
(
木
)
1
ロ
一
付
け
は
、
1
月
M
臼
(
水
)
、
日

集
し
な
い
の
で
、
お
隠
議
い
の
な
一
重
な
資
源
を
燃
や
す
こ
と
に
な
る
一
月
初
臼
(
土
)
一
日
(
金
)
、
打
臼
(
土
)
に
行

い
よ
う
に
。
一
の
で
、
び
ん
や
缶
と
同
様
に
、
資
一
・
時
間
午
前
9
時
1
午
後
4
将
一
ぅ
。
問
い
合
わ
せ
は
、
市
児
童
話
諦

-
U
月
M
臼
(
休
日
)
一
一
眼
ご
み
と
し
て
出
し
て
ほ
し
い
。
一
(
土
曜
日
は
午
前
中
)
一
(
内
線
一
一
一
問
)
へ
。

・
月
・
木
間
鴫
呂
の
燃
え
る
ご
み
の
一
③
資
源
ご
み
の
衣
類
と
し
て
出
す
一
・
場
所
市
役
所
付
属
B
会
議
案
一

四
月
か
ら
嬰
実
施
し
て
き
た
一
フ
ェ
ア
」
登
ニ
会
場
で
聞
く
こ
と
一
⑧
襲
議
選
歪
i
ナ
i

一
収
集
地
区
一
袋
の
中
に
、
ス
リ
ッ
パ
や
マ
ク
ラ
一

l
i
l
i
-
-
ー

l

i

!

日

1mm繰
昨

日

以

一

昨

日

訂

iん
も

ご

一

一

一

転

十

日

開

時

一

欝

番

多

一

日

目

吋

る

。

衣

類

だ

け

一

人

協

憾

の

尊

さ

を

知

る

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
一
ご
み
早
か
ら
出
て
き
た
使
え
一
説
明
し
、
収
集
の
実
擦
を
行
う
。
一
足
建
屋
建
弱
電
一
⑧
一
燃
え
る
ご
み
に
つ
い
て
お
穣
い
一
:

カ

の

た

ま

も

の

。

一

言

霊

な

ど

も

販

売

す

る

。

一

一

塁

ご

み

の

収

集

に

つ

い

喜

一

言

の

生

ご

み

は

、

水

を

よ

く

一

口

月

2
白

人

権

法

律

相

談

措

く

こ
の
分
別
収
集
は
、
夏
喜
一
一
度
見
る
価
値
の
あ
る
フ
ェ
ア
一
日
月

M
gは
ご

一

議

い

一

切

っ

て

か

ら

字

。

一

十

一

月

四

日

(

本

)

か

ら

十

二

一

電

話

ヂ

5

さ

ん

と

ま

警

が

一

体

と

な

り

五

一

み

収

集

を

す

る

一

③

あ

き

び

ん

の

容

器

は

、

中

審

一

察

官

事

っ

て

ほ

し

い

。

守

一

月

十

日

(

さ

ま

で

の

一

週

間

は

7
山
防
護
(
立
野
町

η
1
5

各
々
の
糞
雪
量
し
て
、
重
一
⑧
あ
喜
質
い
上
げ
コ
i
ナ
i

一

一

八

O
%ぐ
ら
い
に
し
て
他
の
容
す
な
い
人
が
い
た
ら
市
環
境
衛
生
一
人
権
寝
間
で
あ
る
。
お
花
い
に
人
一
電
話
幻
完
守

さ
れ
る
も
の
。
市
で
は
、
よ
竺
一
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
方
に
一
十
一
月
二
十
四
日
は
休
日
で
、
一
号
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
精
一
業
務
課
へ
ご
震
を
。
一
権
の
尊
さ
を
皇
し
、
他
人
選
了
松
井
洋
子
真
理
3
1
9
J

出

1
1
1
さ
ら
に
、
皆
さ
ん
に
潔
解
し
て
い
一
一
個
に
つ
き
一
一
円
を
所
属
学
校
名
一
士
宮
豊
茂
閣
噂
A

害
事
噛
盟
事
弘
韓
基
弘
a
p

寵

轟

以

曹

調

書

室

勤

一

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

Illi--Ill-

2↑
町

長

町

一

日

時

三

重

募

金

に

寄

付

し

て

も

ら

一

審

輪

講

髄

議

鉱

議

醸

講

じ

信

組

科

目

い

一

い

じ

め

会

苧

)

)

摘

み

制

。

l

う

一

品

開

日

時

訂

引

き

た

一

環

境

欝

離

骨

子

離

静

輔

議

開

撃

を

一

誌

に

持

円

。

(

火

)

長

一

テ

レ

ホ

ン

相

談

開

円

ネ

組

、

み

広

行

一

吉

本

交

ど

ん

な

本

で

も

一

間

三

了

時

1
4時
一

機

浜

地

方

法

務

局

人

重

量

宮

崎

ヤ

ア

↑

川

長

町

川

一

十

円

で

売

る

。

売

り

上

げ

章

、

一

主

要

幹

線

露

三

藤

沢

パ

一

家

に

対

す

る

章

一

童

書

を

提

出

す

る

。

一

v雲
市
役
所
市
民
相
談
京
一
で
は
、
い
じ
め
さ
剖
に
つ
い
て

ぬ

緑

乙

源

一

も

ル

ナ

一

場

一

場

回

日

⑬

一

霊

基

金

寄

付

す

る

。

警

の

7
パ
ス
と
、
語
バ
イ
パ
ス
室
長
兄
の
あ
る
高
都
市
計
ア
問
い
合
わ
せ
県
都
市
部
都
市
一
{
入
量
萎
一
塁
奪
略
一
の
童
相
談
事
け
て
い
る
。

ト
鯛

H
4

埼

寸

漢

は

ど

ト

ロ

鮎

雌

展

加

計

~

ん

土

あ

る

本

も

多

数

あ

る

。

一

絡

す

室

長

約

一

子

一

己

主

幽

室

長

る

も

の

に

つ

い

て

は

一

詰

諜

室

。

望

一

一

0

ナ
小
島
窓
空
軍
6
)
一
マ
霊

0

2

高
l

金

『

つ

土

ロ

よ

コ

諾

こ

化

げ

一

ヨ

仕

砕

績

棺

一

8

劃
一
剛
志
話
中
主
」
ん
な
も
の
嬢
一
語
書
道
の
都
市
計
画
を
定
め
一
重
期
間
中
に
、
ま
た
、
環
霊
一

i
一

一

一

一

内

線

六

三

五

五

二

重

?
O八
一
一
四
六
八
(
室
)

沼
館
お
ル
ヤ
ブ
山
繍
目
的
脚
立
一
三
詑
芝
山
間
航
尉
湖
一
号
」
み
か
ら
出
て
き
た
、
ま
一
る
た
め
、
神
奈
川
県
環
境
影
響
訴
一
撃
聖
書
案
に
係
る
も
の
に
一
縦
毒
患
の
連
絡
窓

1
L
-寺
空

「

V
T
l
u
…

ん

主

主

品

。

分

L

5
間前

ml一
]
で
ト
み
古
一
中
の
品
展
テ
分
場
分
ん
一
」
辺
市
竺
だ
使
去
最
長
官
、
語
一
価
条
例
に
基
づ
く
、
地
域
住
民
の
一
つ
川
ど
ま
喜
男
ヨ
子
う
十
二
弓
一
都
市
主
翼
(
内
線
開
口
八
)
:
一
日
)
卒
ー
重
出
l
O五
一
…
後
5
時

官
官
官
官
民
一
一
昨
紅
白
一
一
一
世
一
日
明
日
以
一
一
尚
一
一
日
ド
一
一
干
日
は
巴
暗
i
片一一)一一一一一一昨一一…同一一十仁川日間三。

0
1
t
i
t
b
i
t
i
i
i
i
i
d
-
-
o
i
l
i
-
-
t
i
o
a

一

育

館

一

基

青

期

間

の

出

申

し

込

み

一

J
Z
O
Lハ
志
一

左

女

性

ア

マ

チ

ュ

ア

バ

ン

ド

議

議

機

器

綴

襲

撃

泌

総

一

i
iな
で

し

こ

小

一

』

子

工

ハ

倉

敏

雄

言

8

2

…

申

告

所

得

税

グ
ル
i
プ

の

霊

場

勢

場

鱗

欝

務

轡

麟

蹴

鞠

一

言

古

胃

館

一

来

年

四

月

か

ら

入

題

希

望

の

方

一

言

。

喜

一

一

の

納

期

で

す

鶴
一
ト
ト
梨
露
罷
藷
訴
企
電
磁
調
日
J

諒

韓

議

一

-
U
月

お

日

(

火

)

花

水

小

学

校

一

一

・

原

一

雄

(

入

野

一

八

六

一

ご

離

選

題

懇

騨

離

問

機

一

釜

高

一

議

島

譲

界

一

戸

一

な

お

、

現

在

入

国

中

の

児

童

の

一

電

話

辺

五

一

五

一

-

一

申

書

室

弟

対

話

納

期

I
l
l
i
t
-
-
i
l
i
l
i
-
-

一
長
官
官
、
い
ず
れ
も
午
後
一
九
議
職
議
議
諒
一
事
に
つ
い
て
は
、
後
日
各
保
育
一
塁
空
(
夕
陽
ケ
丘
?
百
十
月
一
日
(
月
)
で
あ
る
。

青

年

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

鰯

く

一

7

時

293え
駐

車

場

一

骨

子

麟

撃

鱒

護

主

一

盛

に

て

面

接

昇

う

。

亘

書

お

L
ハ
品
。
一
期
需
に
習
て
ほ
し
い
。

ヨ
サ
た
め
乍
動
車
で
の
柔
[
鰯
藤
長
関
紙
一
マ
申
し
込
み
で
き
る
一
月
一
重
昭
一
馬
入
本
町
M

叩
)
一
ま
た
、
振
替
納
税
制
度
が
あ
る

か
と
び
出
そ
う
今
、
ふ
れ
あ
い
重
た
ち
は
、
仮
設
ス
テ
ー
ジ
一
壊
を
遠
慮
を
一
議
離
撃

y
j
G二
子

一

i
l
I
l
l
i
-
-
l
i
i
l
i
l
i
-
-
一
の
で
ご
利
用
を
。

れ
れ
目
立
品
目
立
泣
い
同
盟
γ評
価

重

一

鰭

韓

間

二

出

需

の

寄

付

を

一

lu--(電

が
十
一
月
二
日
浅
間
緑
地
て
同
聞
か
ル
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
繰
り
広
げ
一
日
月
ロ
臼
(
水
了
、
、
，

n月
日
一
凶
一
弘
綴
縛

V
L
F恥
畿

瀦

瀦

瞬

間

町

一

一

れ

宍

た

二

言

、

環

境

浄

化

事

豆

(

さ

瓦

麟

韓

議

離

欝

朝

一

広

告

入

り

・

市

民

諜

で

受

付

一

市

町

税

は

納

期

間

内

に

昨

年

の

「

量

育

年

の

年

」

の

際

ソ

ロ

プ

チ

ミ

昔

、

ジ

ュ

ニ

ア

一

富

市

計

画

の

案

一

?

?

論

議

機

轟

保

一

一

十

一

言

、

Z霊
霊

感
動
を
も
う
注
と
、
青
年
間
、
リ
ー
ダ
ー
ズ
な
ど
の
皆
さ
ん
が
、
一
日
口
付
ロ
日
(
水
)
3
M
m
日
(
水
)
一
艦
鶴
議
ィ
J
J舗
麟
一
市
民
事
件
で
は
、
一
般
市
民
の
方
一
マ
広
血
百
棟
4
H
ン
×
B
H
ン
以
内
で
一
刻
の
納
期
で
あ
る
。
十
二
月
一
臼

青

年

教

案

、

ジ

ュ

ニ

ア

リ

ー

ダ

ー

模

擬

霊

号

、

訪

れ

る

市

民

の

一

経

毒

怨

麗

襲

警

v

畿

郵

一

が

窓

口

で

取

得

し

た

各

種

の

量

一

差

別

り

一

(

月

)

ま

で

に

お

き

員

機

ズ
ク
ラ
ブ
、
青
年
会
議
所
等
の
お
な
か
も
露
在
宅
一
①
喜
行
政
セ
ン
タ
ー
霊
部
一
福
祉
事
務
所
言
、
昭
和
六
十
五
を
入
れ
る
広
告
入
り
の
市
民
封
亨
申
し
込
み
随
時
一
関
(
警
官
除
く
)
に
納
め

方
々
が
実
行
委
員
を
組
織
し
て
な
お
、
売
り
上
げ
章
、
喜
一
室
影
響
予
測
評
価
重
の
一
二
年
四
月
か
ら
保
革
に
入
癒
を
一
衛
星
一
贈
者
を
募
集
し
て
い
る
。
亨
問
い
合
わ
せ
先
市
市
民
課
一
て
い
た
だ
き
た
い
。

催
し
た
も
の
で
、
会
場
の
浅
関
紙
基
金
に
寄
付
さ
れ
る
。
一
み
縫
覧
)
一
希
望
さ
れ
る
方
の
受
け
付
け
を
行
一
マ
規
格
長
4
お
よ
立
長
3
(定
一
(
内
線
一
一
一
一
一
二
)
へ
。
一
納
税
の
ご
相
設
は
、
市
収
納
中
耕

地

は

大

雪

一

言

書

芝

議

室

う

。

一

型

最

大

)

の

2

襲

(

白

色

)

一

一

(

内

線

一

一

七

七

)

へ

。

第 424望号富吉和6守主手守守月15臼(3) 

千
葉
ち
づ
る
さ
ん
の
作
品
(
山
下
小
六
年
)

とき 11月30詔(自)午前8時
'l~ [-jは、午前7時に花火で予告の合間をす

る。雨天の場合は、 12月 7日(臼)に延期

05膏縛するところ
・自宅付近の道路

-広場、公園等公共の場所

.平埠梅岸

。ごみの取り扱いについて

-できるだけ、その場で燃やすか埋める。

・処理できない場合、ごみは燃やすごみ、

燃やさないとみ、資源再生ごみに分ける。

楽器謂鴻や排水務的鴻婦はしない。

" .f査と(/)~ノ L' 
⑧第2怒 核兵器湊幸喜平和喜宮市愛設関際平和王手、あいらぶピースP

日時 12 f3 1 El (舟)
午後 1時-4時 30分

会場中央公民館ホール

⑧第1遺書 国際友好シンポジウム

.コーディネー主

砂田郎(東海大学政治経荷学部教授)

・パネリスト ， 

浅間光正(臼本国際連合協会理事)

星野島一子(ボランティアセンタ一事務局長)

平井太郎(平塚南ロータリークラフ)

担当地域づくり課(内綿 264)
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さ曹れいな展示品属、密際フご広ア

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
十
月
二
十
六
白
(
日
)
、
今
年
か
ら

美
し
く
そ
1
ル
化
さ
れ
た
紅
谷
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
で
、
ひ
ら
つ

か
市
民
市
が
盛
大
に
開
聞
か
れ
た
。

パ
ー
ル
口
l
ド
に
は
、
市
民
の
手
作
り
患
や
雨
間
際
凸
出
豊
か

な
民
芸
品
底
が
、
会
場
狭
し
と
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
会
場
て
は
、
音
楽
や
ダ
ン
ス
な
ど
奈
彩
な
催
し
物

が
行
わ
れ
、
市
良
も
お
も
わ
ず
足
を
と
め
て
い
た
。

会
場
は
、
家
族
連
れ
や
若
い
人
た
ち
で
、
歩
く
の
に
も
苦

労
す
る
ほ
ど
の
人
込
み
で
、
今
年
の
テ
ー
マ
「
心
と
心
の
ふ

れ
あ
い
」
が
大
成
功
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
一
日
で
し
た
。

農産物、花き、鶏卵の品評会と展

品工業革委、みつけ市(即売)、産業

紹介コーナ一、農水産物の購売、

ミ二・動物蔵、ポンハゼ、もちつ

き大会、お弁ヨコンクール、消費

生活展

おもうようにいかないそチっき

とき 11月148(金)~16毘{日)

午前日時~午後4時四分

:ところ見的合体育館

内容

よてつ寅
平
塚
市
陸
上
競
技
援
耳
で
は
、
一
・

2
位
安
田
和
貴
・

3
位

4

沼
一
第
十
六
回
平
塚
市
民
ロ
ー
ド
レ
l
一
峯
館
大
樹
、
墜
貝
裕

一

一

日

一

ス

大

会

を

梼

く

。

一

7
6
年
・
優
勝
一
一
品
川
僚
長
一
樹

¥
方
一
門
V

期
目
立
月
H
臼
(
日
)
一
・

2
位
及
川
俊
也
・

3
位

叩
竺
・
集
合
一
時
間
午
前
9
時
一
長
谷
川
川
教
一
判
、
山
田
克
彦

-
ぽ
一
マ
会
場
吉
沢
小
学
校
出
究
者
点
、
一
{
申
準
金
男
子
〕

竜
一
遠
藤
疎
開
往
復
9
キ
ロ
、
土
沢
史
子
・
優
勝
山
下
秀
和
・

2
佼

守
一
校
折
り
返
し
5
キ

ロ

一

山

田

寄

・

3
位
宜
属
康
之

一円
V

資
格
市
内
在
宅
、
夜
勤
の
社
一
{
小
学
校
女
子
}

一
会
人
男
女
(
高
校
生
以
上
)
一
マ
1
、
2
年

6

優
勝
及
川
恵

一
マ
種
目
・
男
子
一
般

9
f
一妃

j
位
島
津
加
奈
子
・

一
5
J、
男
子
叫
歳
以
上
5

J
、
女
一

3
位
三
回
替
市
問
、
平
山
恵
美
子

一子
5
キ

ロ

一

マ

3
年
・
俊
勝
芹
沢
る
み
子

鴻
一
マ
締
め
切
り
口
月
初
日
(
臼
)
一
・

2
位
凶
畑
一
増
美
・

3
位

陣
亨
申
し
込
み
官
製
は
が
き
に
、
一
武
井
早
環
白
井
ゆ
き
の

、
竺
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
語
、
動
一

7
4
・
露
室
宙

7
2

明

主

翼

白

書

電

重

勺

、

出

場

一

位

中

村

真

理

・

3
位

西

本

地
一
種
目
を
記
入
の
う
え
千
加
平
塚
一
亜
紀
子
、
佐
藤
和
美

却
一
市
長

Z
1
見
附
台
体
育
一

7
A
-優
勝

小

葉

穂

um
一
銭
内
体
育
課
(
電
話
出
i
一一
O
六
一
・

2
佼
杉
山
晶
子
・

3
位

車一

O)
へ

。

本

多

靖

番

、

佐

藤

久

美

子

庖

一

マ

6
年
・
俊
勝
お
井
と
も
み

帰一

j
位

相

葉

子

a
3伎

作

一

小

沢

理

香

、

水

島

淳

子

手

一

{

中

悲

生

女

子

}

・
優
勝
松
倉
一
美
・

2
位

多
田
恵
美
・

3
位
古
屋
真
塁

口
l
i
k』

少
年
少
女
剣
道

大

会

の

結

果

道
大
会
が
、
士
月
十
一

体
育
館
で
開
聞
か
れ
た
。

今
大
会
の
出
場
者
は
、
七
百
六
一
日
月
訪
日
に
あ

十
八
名
。
熱
戦
の
結
果
は
、
次
の
一

一
る
く
会
を
開
く

と

お

り

〈

敬

称

略

〉

一

{
小
嘩
生
男
子
〕
一
平
塚
あ
る
く
会
で
は
、
土
隠
滅

マ
1
年
・
優
勝
中
潔
豪
・
一
社
を
歩
く
十
一
月
例
会
を
品
開
く
。

2
位
一
見
山
明
彦
・

3
位
小
一
…
〉
期
日
日
月
同
臼
(
白
)
降
水

川
貴
史
、
武
井
良
友
一
確
率
初
計
以
上
の
時
は
江
月
幻
自

7
2年
・
優
勝
小
林
伸
之
一
(
日
)

-
2
佼
富
田
雅
之
・

3
位

了

集

合

当

日

午

前
8
時
に
平
塚

片
倉
俊
明
、
森
直
樹
一
駅
改
札
口
付
近
へ

7
3
年
・
優
勝
阿
部
雅
・
一
マ
コ
ー
ス
平
壌
玖
1
場
河
原
町
駅

2
位
鈴
木
隆
?
に
・

3
位
土
一
城
嬰
守
城
山
公
開
時
土
肥
域

農

華

、

重

度

人

一

社

・

し

と

ど

の

窟

:

雪

:

湯

河

るつか

七
月
一
日
市
誌
の
皆
さ
ん
に
、
平
塚
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な

ア
巾
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
も
の
」
「
あ
な
た
の
家
の
近
く
に
ど

の
よ
う
な
続
設
が
ほ
し
い
か
」
な
ど
、
住
民
実
態
調
査
を
行
っ

た
。
そ
φ
結
果
が
、
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
総
務
部
総
務
課
か
ら
公

11丹30自(時)
午後 1時間構入場無料

{出演団体]
人形芝居の部・高浜高校乙女文業部

.前鳥座

古民署暑の部・土屋福寿会

はやしの膏1・域所太鼓慌存会

・前鳥曙子保存会

担当社会教育課文化財保護係〈内線528)

きと

と}

期務 12，EH2E3(金)-15図(月)

会場梅獲デパート銀事場

⑧特産品展示郎禿コーナー
工芸品、民主主品、りんご、横け物、沼、

南部鉄器等

費量ヱ芸品、食料品実演コーナー
こけし、陶芸書、熊童労等

鯵観光コーナー

索機花巻市



ふす
⑦
公
闇
幽
・
緑
地
の
整
備
幻
・
7
%
@
金
問
①
八
ム
共
下
水
道
、
②
公

③
釈
周
辺
の
轄
権
初
・
4
%
顔
、
③
病
院
・
医
続

⑨
中
心
街
古
開
業
の
振
興
m
γ
5
%
⑩
金
再
開
:
一
①
公
園
閥
、
②
市
の
出
張

関
1
あ
な
た
は
平
塚
市
に
住
み

H
H

・
0
%
み
る
と
、
初
歳
代
か
ら
制
緩
代
は
れ
た
ま
ち
づ
く
り
5
・
8
%
⑬
新
幹
線
新
駅
の
設
蜜

m
・
0
%
所
、
③
図
書
館

続
け
た
い
と
患
い
ま
す
か
。
⑤
生
活
上
不
便
だ
か
ら
ロ
・
3
%
「
濁
勲
通
学
に
不
一
世
」
が
多
く
⑦
そ
の
他
1
・
2
%
③
い
み
し
尿
処
理
対
策
ヤ
4
%
章
夫
-
金
病
院
・
医
院
、
②
巾

⑦
す
っ
と
住
む
つ
も
り
ぬ
・
6
%
⑥
そ
の
他
M
e
6
%
ω
歳
か
ら
印
歳
代
で
は
「
ま
わ
り
問
問
4
あ
な
た
が
市
に
カ
を
入
れ
⑫
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
等
の
情
報
機
の
出
張
所
、
③
道
路

②
で
き
れ
ば
住
み
続
け
た
い
年
齢
別
に
割
合
の
高
い
も
の
を
の
環
境
が
よ
く
な
い
」
が
多
い
。
て
ほ
し
い
と
思
つ
こ
と
を
五
つ
選
能
の
整
備
お
・
8
%
@
旭
金
図
書
館
、
②
市
の
出
張

③

で

き

れ

ば

移

り

た

い

円

以

前

に

カ

を

入

れ

て

ほ

し

い

も

の

料

税

沈

下

・

私

鉄

乗

り

訴

時

ク

ジ

エ

l
d
J油
所
、
③
ブ
ー
ル
、
運
動
仏
場

④

す

く

移

り

た

い

1

・

2

%

?

聞

と

入

れ

や

6

%

⑬

住

宅

対

策

M

6

3

%

年
寄
り
立
社
事

⑨

わ

か

急

い

子

生

新

実

通

シ

ス

テ

ム

を

富

康

医

療

の

充

義

-

3

%

③

高

校

短

大

大

学

皇

実

の

あ

っ

せ

…

ι

七

六

・

六

%

の

入

が

住

み

続

げ

③

社

会

福

祉

の

充

実

m
・

6

%

H

・

0

%

た
い
と
答
え
て
い
る
。
市
外
へ
移
筒
3
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
ま
さ
せ
、
雇
用
役
場
を
広
く
し
、
豊
④
自
然
環
境
保
護
・
公
害
防
止
対
⑬
土
地
利
用
の
適
霊
化

u
・
6
%
関
6
高
齢
化
裂
宮
山
知
一
け
て
市

り
た
い
と
考
え
て
い
る
人
は
九
・
ち
づ
く
り
に
カ
を
入
れ
た
ら
よ
い
か
な
道
民
生
活
と
活
力
の
あ
る
ま
策
お
・
1
%
⑫
生
活
道
路
の
幣
備
ロ
・
9
%
が
カ
を
入
れ
て
ほ
し
い
も
の
(
一
一
一
一

一

%

で

あ

る

。

と

患

い

ま

す

か

。

ち

づ

く

り

子

生

⑤

下

水

道

の

護

ぞ

2

%

⑬

生

涯

学

習

・

芸

術

文

化

行

政

の

つ

選

ぶ

)

一

社

交

ダ

ン

ス

守

票

語

り

た

い

と

い

う

①

安

全

で

健

康

な

環

境

の

中

で

、

富

然

や

文

化

財

を

生

か

し

た

震

繁

華

全

・

罪

対

策

推

進

ザ

9

%

①

仕

事

の

あ

っ

せ

ん

時

・

長

一

講

習

会

開

く

務

療

は

(

二

つ

以

内

選

ぶ

)

快

趨

に

纂

せ

る

ま

ち

づ

く

り

史

と

文

化

の

香

り

た

か

い

緑

豊

か

n

e

3

%

⑬

そ

の

他

ヤ

2

%

安

詮

に

医

者

に

か

か

れ

る

よ

う

一

メ

①

仕

事

や

通

勤

に

不

便

だ

か

ら

訂

・

7

%

な

ま

ち

づ

く

り

ω

・

7

%

t

i

?

ー

に

U

a

8

%

一

初

心

者

向

き

の

社

交

ダ

ン

ス

講

i
:
m・
3

%

軍

事

老

人

が

安

心

し

て

雪

量

震

の

号

、

あ

ふ

れ

あ

盟

書

鯖

や

出

議

所

在

@

寝

た

き

り

老

人

対

策

?

%

玄

が

隣

か

れ

る

。

②
一
環
境
が
よ
く
な
い

2
・

8

%

す

べ

て

の

人

が

助

史

日

つ

福

祉

の

う

ま

ち

つ

く

り

5

・

9

%

e

1

1

4

③

近

所

づ

き

あ

い

の

雰

囲

気

づ

く

一

マ

期

臼

ロ

月

1

日

茸

か

ら

③

白

妙

の

家

持

つ

た

め

子

。

%

ま

ち

づ

く

り

ぞ

7

%

害

少

年

の

未

来

書

み

、

そ

の

警

あ

な

た

の

住

ん

で

い

る

返

轟

白

人

受

画

、

議

整

広

場

、

り

乎

2

%

一

ロ

月

6

臼

(

さ

ま

で

一

④選、

Ev包
装
み
た
い
か
ら
③
環
境
義
和
し
た
産
業
主
土
肥
カ
を
の
ば
す
薮
霊
吾
妻
く
を
の
よ
界
一
語
教
が
必
饗
と
③
公
共
下
水
道
③
老
人
家
庭
奉
仕
員
を
増
や
す
一
重
午
後
6
時

i
誌

と

ジ

パ

ン

グ

儀

楽

部

。
患
い
ま
す
か
合
一
つ
選
ぶ
)
@
神
田
:
一
議
院
・
襲
、
②
市

m
・
9
%
一
マ
会
場
見
度
目
博
喜
一
国
鉄
で
は
、
選
資
・
特
急
料
金

げ
は
②
窃
書
館
n
・
3
%
の
出
張
所
、
③
図
書
館
霊
古
人
向
け
住
宅
を
増
や
す
一
守
内
容
初
心
者
向
き
、
ブ
ル
!
一
が
一
一
;
三
割
引
に
な
る
ジ
パ
ン
グ

書
役
所
の
出
張
所
ぞ
o
%
@
城
島
よ
議
院
・
原
説
、
重
マ
5
%
一
ス
、
ル
ン
バ
、
ワ
ル
ツ
ほ
か
一
倶
楽
雲
事
官
募
集
し
て
い
る
0

3

③
運
薮
広
場
初
・
1
%
動
広
場
、
③
郵
便
局
的
挙
委
施
設
の
充
実
お
・
5
%
一
円
v
参
加
留
稽
市
内
在
住
、
在
勤
、
一
一
〉
入
会
条
件
男
性
問
山
歳
以
上
*

伎
@
病
院
・
震
院
犯
・
7
%
。
岡
崎
自
①
市
の
出
護
所
、
②
開
凶
③
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
お
・
1
%
一
在
学
者
で
全
日
稜
出
席
可
能
な
万
一
女
性
印
歳
以
上
・
夫
婦
の
場
合
は

③
老
人
い
こ
い
の
家
げ
・
9
%
書
館
、
@
病
院
・
医
続
③
そ
の
他
門
γ
2
%
一
一
〉
申
し
込
み
口
月
初
日
(
木
)
一
ど
ち
ら
か
が
白
山
歳
以
上
の
方

⑤

公

開

幽

門

U

・

8

%

:

b

，

.

，

l

e

a

-

'

一
ま
で
に
、
一
汀
定
の
申
込
書
に
記
入
一
一
V

会
費
年
会
費
三
千
六
百
肉
、

d
/

詮
同
コ
又

;
d
y
zコ
安
芝

A
件

/
O

一

一

⑦
街
路
灯
・
防
犯
灯
マ
2
%

晶
君
寄
付
聞
こ
さ
羅
4
φ
/

一
の
う
も
一
員
一
窓
口
体
育
館
内
体
育
課
一
夫
婦
の
場
合
は
六
千
内

6

③

プ

ー

ル

日

・

3

%

.

!

g

p

一

(

暗

唱

謡

担

一

ニ

O
六
O
)
へ
。
一
な
お
、
旅
行
セ
ン
タ
ー
カ
ウ
ン

M
M
U
ィ

m
p
w
u
肝
つ
マ
時
品
問
線
河
川
日
斗
一
弘
一
体
調
暴
を
改
修
一
計
軒
目
守
間
十
日
吋

〉
⑪
そ
の
他
?
7
%
何
そ
し
て
過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
室
前
童
『
習
い
ご
と
、
創
作
活
動
一
見
殴
ロ
体
育
館
の
履
根
改
修
工
一
は
、
関
鉄
平
塚
続
旅
行
セ
ン
タ
ー

M
m
地
区
別
に
多
い
も
の
を
見
る
と
(
一
一
ラ
選
ぶ
)
の
学
皆
、
文
化
活
動
U
A
e
7
%
一
一
事
が
、
十
一
一
月
一
日
か
ら
来
年
の
一
(
ラ
ス
カ
1
階
・
電
話
お
l
一一六

@
平
塚
:
(
①
図
書
館
、
②
老
人
い
①
ご
ろ
寝
、
テ
レ
ピ
、
ラ
ジ
オ
の
⑤
ア
ニ
ス
、
野
球
等
の
ス
ポ
ー
ツ
一
一
ニ
月
一
一
干
一
臼
ま
で
宮
れ
る
。
一
一
一
一

O)
へ。

こ
い
の
家
、
③
交
番
圃
派
出
所
視
柑
抑
制
・
6
%
活
動

m
・
7
%
一
本
工
事
者
ヱ
後
は
、

〉
晶
明
大
野
:
(
①
八
ム
閣
、
③
運
動
広
場
、
②
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
欽
食
な
ど
の
⑦
音
楽
、
映
語
、
絵
両
側
、
ス
ボ
l

知

③

プ

?

ル

外

出

川

ヤ

3

%

ツ

等

の

儀

費

口

・

7

%

E

問
問
8
あ
な
た
を
し
た
い
と
副
都
っ

豆
番
・
派
出
所

d
l

て
い
る
余
暇
拝
錫
は
何
で
す
か

市
役
所
の
出
張
所
〉
F
p
b
「
、
!

庁
一
イ
レ
ジ
ャ
ー
ヤ
1
%

布
街
灯
・
紡
鞄
灯
②
テ
ニ
ス
、
野
球
等
の
ス
ポ
ー
ツ

公

共

下

水

浸

活

動

幻

・

9

%

公

闇

③

読

書

、

習

い

ご

と

、

創

作

活

動

病
院
E

医
院
の
学
習
、
文
化
活
動
向
U
・
8
%

老
人
い
こ
い
の
家
安
裏
、
盤
、
絵
画
、
ス
ポ
1

[

}

ツ

等

の

観

賞

幻

・

o

%

j
釘
広
場
⑤
家
昨
路
市
内
の
だ
ん
ら
ん
幻
・
2
%

y
I
L
 

つ

J

⑥
授
品
開
資
格
の
習
得

m
・
7
%

四
国
書
館
⑦
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
飲
蚕
な
ど
の

外
出

M
-

表
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ

れ
て
い
く
の
で
、
皆
さ
ん
も
一
読
綴
い
た
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
対

象
は
、
二
十
歳
以
上
の
男
女
を
住
民
義
本
ム
ロ
拍
眠
か
ら
等
間
続
に
拍

出
し
た
も
の
で
、
四
千
五
百
九
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
郵
送
し
た
。

回
収
は
三
千
二
百
十
一
人
で
、
回
収
車
十
は
七
一
・
二
%
。

屯
も
もsu 

家の溺凶の環境についてどのように感じていますか

a 

10 

今後どのよう右施設が

必要だと思いますか

(%l 

3)  

筒ママ屠Z

25註
る.君

主千 h

弁実
当高
オく

襲警筋黒柳綾子

と

と}

議長入場は無料。お子様はご遠慮告。

主櫨平理市・平理青年会議所

L引#叫~-

く〉箆鮒台体育館〈電話31-3057)
ヨ援故暗ごE事のため、 3 Jl31 おさまで骨髄

とき 1月lHH厨)雨天決行
午前7時間分開会、 8時 30分出発

コース第 1区市役所一梢紡箸神田出張所 6.71曲

第 2区神田出張所一軍豊田新幹線手前 4.4蜘

第 3区豊華街新幹線手前 翼団入口 5.3回

第 4区真由入口一吉沢小学校 6.21田

第 5区宮沢小学校一山埴中学校 5.71田

・チーム綴成監驚 l、選手5、祷欠 2 (晋十8名)

・唾参加資格①10月 1日以前より、出場地区より住民登録をし

てある高校生以上の者。②チーム編成は各地区 1チーム③

高校生は 3人まで、大学生は2λまで、向一事業所も3人

まで。

・メンJ苛ー提出 12月 88 (月)午後5時までに体育課(電話
31~3060) へ。監督会議は12月 12臼午後 7 時児約台体脊館

議富島iこ利朗できます

く〉金湿地区体育鎗(曜話31-2136)
・開放輔怠 パレ ( 9時-13時)、パドミ
ントン、卓球(日時~16B朝、バスケット

(16時 -20時)

・日月日日{丹)午前9時~午韓8時

・12月 1呂(月) 11 

・12月158(月) 1/ 

疑 1月分自申し込みは12月 2日9時から
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昭
和
六
十
二
年
平
塚
市
成
人
式

を
行
う
に
あ
た
り
、
成
人
式
を
迎

衰
え
る
青
年
男
女
か
ら
記
4
仲
作
文
を

奨
募
集
す
る
。

μ
マ
テ
!
?
成
人
の
臼
を
迎
え
て

さ
す
応
募
資
格
昭
和
幻
年
4
月
2

配
目
白
か
ら
一
昭
和
幻
年
4
月
1
臼
ま
で

沢
に
生
ま
れ
、
住
民
登
録
が
し
て
あ

回
る
男
女
。

h

A

V

応
募
一
方
法
四
百
字
詰
原
稿
用

罫

紙

3
枚
以
内
に
、
黒
イ
ン
ク
ま
た

に
は
黒
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
書
く
。

目
前
中
締
め
切
り
ロ
月
日
臼
(
土
)

血
畑
中
応
募
先
守
山
山
平
塚
市
浅
間
町

制

9
1
1
市
青
少
年
諜
内
成
人

式
実
行
委
員
会
事
務
局
(
内
線
言

。五)へ。

小説・文学

晶子・登美子・明治の新しい女

西経能:二

杉本苑子

金石第百

土岐雄ニ

桶谷秀日召

璽本隷

吉本隆明

阿部公房

金関寿夫

ハウス倉品工業編

図解8ミリビデオ読本 森尾稔

貴べて極華、作って悦楽石津謙介

庭の手入れ12ヶ月 増補改訂版

石川格

鈴木貴紀子

水野克比古

移動図書書館あおぞら号12月日程

※松延小学校

金目小学校

※みずほ小学校

※万部貝塚市営住宅

ふじみ野団地集会所

福宝寺

※豊田公民館

※田宇すちびっこ広之勢

域島公民館

新感覚の和風料理

京都花名所紅葉

作って味わうお茶の本

文化出版局編

社会科学・その他

10年後の世界経揮と金融・資本市場

野村総合研究所編

B本人と八街万神 縄線文之助

忠臣蔵の人生訓 志村武

たいともち玉介一代 悠玄亭'li介

食糠はいかにして武器となったか

矢口芳生

フランス革命と独裁 小栗了之

シルクロード史上の群悌 前嶋信次

帝銀事件裁判の謎 遠藤誠

新人類採用・教育マニュアル

清水勧

オーク出版

111村棲

展巧、し、分布を調べる;方法や意義について紹

介する。

・期間口月 2日-11月四日

合体館臼 毎週月曜日、日月23日、月末

光博物舘千254境問町12~41電話33-5111

-trレクリ:工ーションゲーム大会
レクリエーションゲームそ宇ほう。

回日時 11月23日 〈日) 14時 -16時

・対象 小宇 3-δ 年 30人(由込制〉

合初，心著書官警年ダンス講習会

社交ダンスを基礎から学ほう。

-日程 11月18日-12月16日 毎週火、金曜

日(全 91司〉

'fr予街i 19!J寺---21B寺
・対象 脅年男女一 各30人〈申込制)

党ボランティア青年募集

福祉などポランテ

/テ J アピュ一口一青年宅

ー日目与 11月20日 (*1 19日寺--2l!J寺

P 対象青年 10人(申込制)

合体館罰 軽週月曜日、日月25日

合青少年童館

T75~浅間町12-41電話32-7029

一一
すごロ ーダ

r ー叫:ザ、1
¥:? fII.M .;シ

，--一一一犯人日乙:n:.---ー

す特買1]重量主主糞募集

開館10周年記念として、地域の自黙や文化

についての写真を募集し、入選作品について

は特別展だけでなく、今後の麗不全や出版物

。こI'tiffJする。
q テーマ l相模川流域の自然と文化J
・募集期間 61卑 11月 1日-62年 1月3113

ー募集作品 カラ 、モノク口、組写真のい

ずれかで、キャピネ相当サイス

・応募刀法 募集ハンフνットにある応募票
に所定事項を記入し、郵送あるいは持き

合プラネタリウム案内

「チュ・ブラーヱ物語J 天文輯測の鬼、チ

ニ之唱フラーエを題としたプラネタリウムり投

彰を行う。

-控費三期間 口月 1f~1~12 月 25 日

合言寄贈品コーナー書道物の分布を採る

約三万点収載されている捕均理本の 部を

す騒然観察会(生物)

f酒匂)11で水鳥を見る」カモ額、カモメ慣

などJIIで見られる野鳥を中心に輯顎する。
・日時 12月 7日〈日) 9時-16時

南天中止ここ

ー場所柄匂川甑泉橋付近

・申し込み 11月25日までに性捷はがきで。

多数のときは、抽せんで30人。

台体験生学聖書「おかざりを作ろうj

正月の玉玄関かさり、ごほうじめ、 文かざ

りなどを作ろう。

， '1時 12ri20日(七) 9時30分-15時

・場所博物館科学教室

・申し込み 12月10日までに性揮はがきで。

多数のときは、抽せんで50人。

ゆとりの老後百科

韓国という銭ー

す検 E審会
。日月 16鎚(日)10時、 14時 3時ホーJレ

「男はつらいよ 寅次郎かもめ歌J98分

すこども験衛(アニメ)

(C2)12月刊悶(回) 10時、 14時 3暗ホーノレ

「阜の子チョピン 25分

「クリスマスの贈り物 13分

「蔀い靴 117テ

会16ミリ理主2客機雲講習会
16ま J映写機の揖作技術講習会を開く。

・臼韓 11月21日(金) --11月22日 (土)

・時間 9時日分-16時

・会場図審鮪3階企識室

・対象市内寂也在勤、在学者30人

・費用 500丹(テキストイセ)

・持書するもの 昼輩、はさみ、筆記用具

・申し込み 11月羽田(木)まで図書館1階
視聴覚ライブラリーで受け付けるoi(定員

になり改第締め切り〕

合間蝿時鰯

・貸出宣害考室 9時-16時50分

・こども室火~木 13時-16時50分

日曜日 9時-16時50分

会体舘a-毎趨月曜日、 11丹23呂、月末
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輔対事妊服8か月以障の初妊婦と

夫

醐日時日月四日午前 9時30分~日

5寺3053ト

臨会場探健センター (34-0311)

翻申し込み 電話で楳瞳センターへ

生桂10か月から12か月末満の捧ち

ゃんが受ける髄tH祭器査。くわしむ、

ことは平塚保瞳所 (32-0130)

-̂。

マ
申
し
込
み
平
塚
保
健
所
(
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話
認
1
0
一
二
一
(
)
)
へ
。
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だ
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っ
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気
で
あ
る
。

神
経
芽
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胞
鍾
(
し
ゅ
)

は
、
小
児
が
ん
の
一
種
で
、

白
胤
病
に
次
い
で
二
番
良
に

多
い
痘
司
で
あ
る
。
こ
の
病

公平車市撫658~-6

にお勤めの小擢陸揺さん (28

麓)と加代子さん (23識)の長

男。身長71cm、体重 9.8kg、 61

年 4月 7日生まれ。

おとなしい慢太ちゃんは、め

ったに泣かない。夜泣きもせず

「子育ては大変楽です」とマ

マ。 2人はスイミングクラブで

結ばれたので、来年はスイミン

グクラブへ入金させ、将来はオ

リンピックを百指すそうだ。

f案{縫センター縫運転穏談

。毎よ璽}寺務霊臼~金曜臼

(午前中)

。成人補指談

電話34-0311

総事む6守主宰守守月守 58

消費生活モニター30人による10月の平均値格

明委曜]対象は生後6
か月未満の泊児。原則として開業医

病暁で受ける。主治君主とと相設そ。

61年度は、第 1期のみ接種。埠険

証と母子瞳鹿手躍を持参ずるこ

と。・料金無料

E擁磁盟委韓]対象は2麓 (24か月〕
~4 裁までむ幼児。

醸第 1期(3回〉 接種間隔は 2回

3 聞とも 3 週間~8i車問

調第 2期 (1閉) 第 1閣の 3巴]目

が終わってカ、ら 1年以上 1年 6か

月以内に受ける。なるべく 4識ま

でに終了するように。

日月26臼 横内公民館、組北公民舘

球豊田公民館

11月27日 花水公民盤、福祉会館、

大野公民館

日月日 保安委センター、液中央農

協土沢支所
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11月228(ニ七)
午後5時間横

ところ市民センター

演奏平塚吹奏楽愛好会
輸関 オーメンズ・オブラブ

マッカーサーパーク

アクエリアス他

-入場無料(入場希望の方は、市民センターで

入場葬を配布)

問い合わせ 霊童話32-2235
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0六
電
請
。
四
六
一
一
一
二

八
!
五
二
七
四
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
市
農
産
露
営
躍

指
帯
静
(
内
線
五
四
四
)
へ
。

マ
日
時
日
両
羽
田
(
土
)
午
後
Z

時
却
分
1
4時

ヤ
会
場
藤
沢
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

マ
テ
ー
マ
か
な
が
わ
の
晦
を
考
え

るマ
申
し
込
み
先
湘
南
地
吉
行
政
セ

ン
タ
ー
県
民
課
(
電
話
担
二
七
一

一
内
組
六

O
一一一)へ。

…
講
習
会
開
く
一

{
#
議
作
り
〕

マ
日
程
日
月
出
回
(
火
)
か
ら
訂

日
(
木
)
ま
で
の
3
日
間
、
午
前
8

時
印
分
1
午
後
4
時
四
分

マ
内
容
花
壇
・
四
ツ
目
垣
の
作
り

方
(
日
人
)

{
品
質
管
議
基
礎
線
車
〕
却
人

マ
日
韓
日
間
円
訪
日
(
水

γ
幻
自

れ
る
方
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ご
指
摘
の
口
経
振
替
斜
度
に

つ
き
ま
し
で
は
、
六
十
二
年
度

か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
、
現
在

(
木
)
及
び
四
月
1
日
(
丹
)
・

2

日
(
火
)
の
4
日
間
、
午
桂
6
時
1

9
時
回
分

マ
会
場
・
申
し
込
み
先
平
塚
高
等

職
業
技
由
開
校
(
電
話
回
!
一
九
二

一
一
)
へ
年
末
認
整
の
説
明
会
一

据
泉
徴
収
義
務
者
等
を
対
車
に
、

年
末
調
整
の
仕
方
、
各
種
調
調
書
の
書

き
方
な
ど
の
説
明
会
が
開
か
れ
る
0

7
日
月
日
日
(
火
)

9
時
間
分
1
日
時
泊
分
・
対
象
は

旧
国
道
1
号
醸
よ
り
北
倒
で
国
道
四

号
一
線
よ
り
車
棚
田
区
域
の
方

日
時
加
分
1
M時
却
分
・
対
象
は

四
国
道
1
号
鰻
よ
り
北
聞
で
関
道
国

号
綿
よ
り
西
閣
の
区
域
の
方

守
口
丹
羽
白
(
本
)

日
時
四
分
1
同
時
却
分
・
対
象
は

62年度から実施するため準備中

準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
し

ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

〈
議
務
隷
v

昭
和
六
十
一
年
六
月
号
の
広

報
ひ
ら
つ
か
紙
ど
に
て
一
掲
載
し

た
声
の
ひ
ろ
ば
の
投
稿
「
か
わ

回
国
選
1
母
親
よ
り
ー
南
側
の
戸
域
の

方門

v
会
場
い
ず
れ
も
県
農
業
会
館

(
平
嘩
駅
南
口
)

マ
内
容
あ
な
た
に
も
で
き
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動

マ
申
し
込
み
県
立
婦
人
総
合
セ
ン

タ
ー
(
電
話
。
六
六
計
二

一
内
縄
五
六
こ
へ
。

関
民
金
高
融
公
庫
で
は
、
昭
和
六
十

二
卑
春
に
子
供
が
高
校
、
大
学
専
へ

遊
山
子
す
る
家
庭
に
、
十
一
月
よ
り
必

要
な
賢
金
を
融
買
し
て
い
る
。
問
い

合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
国
民
金
属
公

庫
業
務
最
扱
屈
へ
。

市
内
虹
ヶ
棋
に
建
設
中
で
あ
る
市

営
虹
ヶ
訴
住
宅
(
第
一
撞
)
申
入
居

者
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

募
集
要
議
は
、
広
報
ひ
ら
つ
か
十

一
一
月
号
で
お
知
ら
せ
す
る
。

な
お
、
常
き
京
募
集
に
つ
い
て

は
、
十
二
月
一
日
へ
丹
)
か
ら
十
二

月
十
日
(
ホ
)
ま
で
、
韓
護
課
の
窓

口
に
掲
諒
さ
れ
る
。

県
で
は
、
捕
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

対
象
と
し
た
研
静
長
を
聞
く
。

マ
臼
韓
日
月
初
日
(
臼
了
詔
月

7
日
(
日
)
・

H
日
(
日
)
の
午
前

日
時
自
午
後
4
時

中
会
場
県
立
婦
人
時
合
な
ン
タ
l

平
塚
税
務
署
で
は
、
脅
色
申
告
決

算
及
び
年
末
調
整
等
の
説
明
書
を
開

/
¥
。中
日
時
四
月
四
日
(
本
)
午
後
Z

時
却
分

守
会
場
平
壇
商
工
会
議
所
(
平
塚

駅
南
口
)

閣
時
協
力
事
業
問
凶
青
草
海
外
協
力

維
で
は
、
酷
員
を
募
集
し
て
い
る
。

守
捧
格
満
回
議
以
上
、
鹿
則
と
し

て
お
粛
ま
で
の
臼
本
間
籍
を
持
つ
青

年
男
女

マ
締
め
切
り
日
月
四
日
へ
臼
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
南
訓
障
究
流
課

(
電
語
。
四
五
!
一
一

O
一
一

内
組
二
九
一
八
)
へ
。

い
そ
う
な
御
神
木
」
と
い
う
記

事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昔
神
社

が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
さ
だ

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
等

は
、
お
気
軽
に
市
広
報
課
広
穂

係
(
内
線
一
一
一
五
五
)
へ
。

マ
日
時
日
月
羽
目
(
金
)
午
後
4

時
品
分

守
会
場
東
海
大
学
湘
南
極
舎

?
講
師
評
論
家
塩
田
丸
男
氏

マ
樟
題
新
聞
田
本
当
の
読
み
方

中
問
い
合
わ
せ
東
海
大
学
湘
南
公

開
セ
ミ
ナ
ー
署
員
会
(
電
諮
問

二
一
一
内
綿
五
五

O
九
)
へ
。

持〈敬称略〉

?
老
人
構
祉
へ
・
磯
崎
一
輝
夫
四
千

円ヤ
慈
ま
れ
立
い
児
へ
・
磯
崎
勉
二

千
円
マ
社
合
描
株
譲
金
へ
・
神
田
ス
ト
ア

ー
コ
一
千
九
百
八
十
八
円
、
高
橋
幹

男
五
平
円
、
諸
橋
駒
次
五
千
円

高
砂
香
料
平
場
工
場
(
株
)

万
円
、
日
産
車
体
箪
2
真
土
寮
七

千
二
信
八
十
七
円
、
真
土
3
寮
合
同

樹
首
祭
実
行
番
員
会
四
千
八
百
一
円

躍
辺
幸
之
助
三
千
代
レ
ス
ト

ラ
ン
や
ま
の
二
千
四
百
四
円
、
犯

人
会
一
千
円
、
三
浦
雪
保
十
万

円
、
今
村
信
夫
一
二
百
六
十
七
円
、

古
矢
親
治
ト
一
万
三
千
五
百
五
十

五
円
、
(
株
)
雅
裳
亮
平
塚
平
音
頭

代
表
取
締
控
相
馬
か
お
百
万
円
、

中
村
低
五
郎
一
千
円
、
鳥
海
輝
治

一
万
円
、
大
谷
友
子
八
手
円
、

花
水
地
返
南
部
長
寿
会
九
千
一
二
百

八
円
、
控
辺
道
徳
一
千
四
百
七
千

五
円
、
(
有
)
つ
く
し
看
護
婦
家
政

婦
紹
介
所
一
万
円
、
梶
油
相
撲
続

二
千
百
十
円
、
平
嘩
市
福
祉
面
開
会
場

募
金
箱
四
千
九
百
八
円
、
花
水
老

人
大
学
向
窓
会
九
千
二
百
八
十
五

円
、
(
排
)
神
奈
川
間
ナ
シ
ョ
ナ
ル

性
宅
八
千
七
百
六
円
、
神
部
幸
蔵

六
千
円
、
原
田
タ
カ
子
一
万
七

千
円
、
(
株
)
横
誤
エ
イ
口
ク
イ
ツ

ブ
一
千
五
百
九
十
四
円
、
高
橋
亀

次
四
千
七
百
七
千
五
円
、
老
人
セ

ン
タ
ー
利
用
者
一
千
五
百
十
七

月
、
北
山
凶
清
一
千
円
、
小
清
水
ツ

ヤ
子
ニ
一
千
円
、
一
ニ
ホ
金
五
千

円
、
商
崎
童
美
一
万
円
、
匿
名

五
千
円
、
母
親
ク
ラ
ブ
平
場
市
連
絡

会
二
万
円

県動物保護センターでは、捨て犬、捨てね

こによるのら犬、自らねこの増加と、犬、ね

こによる危害を肪ぐため、今国も改白日程で

いらなくなった犬、ねと叩巡回収容を行う。

当日、犬を出される方は「印鑑Jf犬白鑑札」
「控射碑車Jr愛犬手帳Jを持事白うえ会場へ
お出かけを。なお、収容主義の樺留時間は10分

間。また、ねこは麻謹かダンボール箱に入れ

ていただきたい。

12月6El (ニt)I 12}守13日 (こ主)
9 : 00 神田公民賠 19 : 00 松原公民館

9 : 25 大野公民館 19 ; 20 讃賀公民館

9 ; 50 豊田公民館¥9 守 40 花水公民賠

10: 10 域島公民館 110:00 禽士見公民館

10: 30 金田公民輯 110:30 中原公民館

10: 50 閏崎公民館 J10 ; 55 姐公民館

日:10 金自公民館 111: 15 吉沢公民輯

く>8殺
日月羽田 10時~15時ダイクマ平塚詰(なでしこ

ライオンズクラブ)/12月 13日 10時~12時吉沢公

民舘、 13~日時土屋公民舘

く〉ご協力ありがとうございました (10月)
東海大学〈体育会)376本、紅谷パールロード〈平
樺ライオンズクラフ)165本、平塚駅北口(しらさぎ
ライオンズクラブ)27本、パイロット万年筆(株)
96本、古河特珠金閣(株 22本、日本エアーフィル
タ (株) 57本、保韓センタ (市民韓鹿の日、崇
善・富士見・南原地区)51本、ダイクマ平輸血(し
らさまライオンズクラブ)175本、駅南口32本、大江

工業〈株)51本、プラステク50本

考れ声たこ決いうこ婦、気んく たかまこうおよ娘お

?咋iZH?2522:持者時32ig持
??;詩1315iiliFii iS1ii!? 
日ド完全ド明土立地- 2R5会話長賞き空
日雪量ド持部言要雪F ロ担宮正おぞZH思春期と
手書討~宮E7Z諸留でま持昨去最J 主主幻持UZ謹ドlszく雲重喜ぞ F叩て智晶子イ審会長 QJ E主華寺号:e;f，宅を塁送 雲霊長話
rな親子りん必母今 るせのや身こ今まる諜にきいほ、て によ 0) "つ 10:1825言。問主日軒長官会見詰持説会主義日時
堂、ふの問 た身件みす考気たれつ毒事を三奏。決 Q雪害警手聖 位

;ぎる事52SFobig;時間宮前日H255吋
量民負 v 管支包暴悪事毛主主宇じ言GZ宝量〈主主さおき2Rぞ25お烹文章長定そZ2む
わZλ ぺにぎで、右主RZZつばをぞきた222守喜25Jえて充岩手ひ主雪号支ぷ
lEi;12ii;4iiiiiかi552;iEii;iji11ii
し去り空 各とお安むの525q民主主たき3J君。HZE2g重喜言hZ代議の
;E 訪問符刊号忠告fド手叫主主君 22522主主訂正言回目警
詰江主持!?21巧25;塑欝翼翼民d22;;ihii日
号ZH52弓ιsh1525ヲ三重子長ド坊主;長引れつE会
ほ Lい~いトQ:と?もめは見亨やと /繍主義要二~ うて岸 tcっち主治ま/ま誌で毎;::1を扇
仏 、日号諸事室主え22言 う程警纏率五;コノ 壁ひお υE主義ZKゑで刀、い量与お者
3522計三日3-ziih道警韓民52gfiH!?た詰 i
担iiiii;ii5iZ12:i ijzliHgi1;i if;i iiil;!1??gi ii;j詑iz
旨iii:iifiiiZii;ii?;iii;iijfjijiiiiiqjjiEiii;許可
54251主主主主まえ言EdUZ22日下主 nd日訪日dzi22izzapE
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